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【平成２８年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 
○ A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 
 A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部

に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 
 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の

中止が適当である 
（意見等） 

本研究は、イッテルビウム（Yb）原子を超低温に冷却して光格子に導入する手法で、量子凝縮相に関

する物性研究を飛躍的に発展させることを目指しており、①トポロジカル量子物理、②量子磁性、③新

奇超流動現象、④非標準型格子の特異なバンド構造、⑤不純物問題の量子シミュレーター、⑥量子気体

顕微鏡の６つの目標を掲げている。 
冷却原子のほとんどが１電子系である中、研究代表者らは２電子系の Yb 原子の研究を独自に推進し

てきており、独創性が高いと言える。また、これまでに超低温 Yb 原子を安定的に生成する技術を確立

し、各々の当初目的についても成果が上がりつつある。特に①で、３０年来の課題であったサウレス量

子ポンプを実現したことは、大きな成果である。加えて、研究組織においても、実験や理論を担当する

研究分担者らとの協力関係は良好である。 
 

【平成３０年度 検証結果】 
検証結果  当初目標に対し、期待どおりの成果があった。 

成果の具体例として、２電子系原子という大きな特徴を持つ Yb 原子を光格子に導入

することによって、量子多体系の量子シミュレーションを行い、量子凝縮相における物

性研究を格段に発展させている。量子磁性の研究については当初計画にある目標達成に

やや遅れがみられるものの、サウレスのトポロジカル量子ポンプの実現や、超流動－モ

ット絶縁体相転移に対する散逸の影響の解明などは特筆すべきものである。 
国際的に著名な学術雑誌での公表、国際会議における招待講演等も数多く行ってお

り、研究成果の公表という面でも申し分ない。 
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